










　946 年に世界初の電子計算機（コンピュータ）として ENIAC が発表されて以降コンピュータの世界は大きく
進化を続けている．ENIAC は床面積 00［㎡］の広さ，電力 50［kW］が必要であり，現在では考えられない程
大きく  人で扱う事も，ましてや持ち歩く事も不可能なコンピュータであった．しかし，203 年現在はノートパ
ソコン，PDA（Personal Digital Assistant），携帯電話，スマートフォン，ゲーム機など様々な携帯端末が存在し，
これらを用途に応じて持ち歩くことにより多くの人々が生活を快適に送っている．現在，最も世界中で急速に普及
が進んでいる携帯端末はスマートフォンであり，前世界規模で見ても 206 年には携帯電話利用者の 50％がスマー

















984 年に NEC が「PC-840A」という機種名で発売している．
　ノートパソコンの分野においては，980 年から 990 年代後半までは日本が世界を先導する形で開発が進められ
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てきた．しかし，996 年に IBM がノートパソコンの発売を始めると海外メーカーの発売ラッシュが始まり，2000
年台に入り日本の立場は危なくなってきた．そして現在に入り，ノートパソコンはサイズに合わせて用途と名称が
細分化される時代になってきた．ディスプレイが 7 ～ 0 インチをミニノート，0 ～ 2 インチをサブノート，2
～ 4 インチを B5 ノート，3 ～ 5 インチを A4 ノート，5 ～ 7 インチをハイエンドと呼ばれている．
2.2 PDA
　980 年台の後半になると IC の技術が急速に発展し，コンピュータの小型化が加速した．そのような時代背景の
中 990 年にシャープが 75 × 70 × 7［mm］という非常に小さなポケットコンピュータ「PC-20/2」を発売
した．これが PDA の土台となった．その後，990 年に SONY から PDA としてメモ帳，スケジュール帳，アドレ
ス帳，電子辞書などの機能を持った情報機器として「Palmtop PTC-500」が発売された．
　しかし，PDA は汎用 OS を利用するようになり 996 年以降は Windows CE を OS とした情報機器となり，2000



















　将来性と様々な通信方式が入り乱れた第 2 世代から，ITU（International Telecommunication Union）によって




　本世代は高速データ通信技術のみを特化させ，IMT-2000 を改良発展させた第 3.5 世代や第 3.9 世代など細分化さ
れる世代であり，無線にもかかわらず ADSL なみの通信速度を実現している．
（４）第４世代
　ITU により超高速大容量通信，IP ｖ 6 の対応，無線 LAN の併用など新しく定義された IMT-Advanced に準拠
した携帯電話が第 4 世代と呼ばれている．通信速度も ［Gbps］程度に達し，現在では電話という括りよりも情報
端末もしくはコンピュータとして扱ったほうが語源としての語弊はないように思われる．その証拠に第 4 世代の主




ソコンのことを指している．タッチパネル搭載型 PC は 99 年に発売されたものの，ユーザーによる要求があま
りなかったため，それほど多くの機種は販売されていない．しかし，携帯電話がコンピュータに近いスマートフォ




















































































［］情報通信白書 24 年版，202 年 2 月参照，
　http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/h24.html
